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　　　　　　　　はじめに

　中枢神経の髄鞘および神経細胞の染色に
Kluver　and　Barrera（以下K，　B）法が広く用い

られている1・2）。しかし，神経細胞を染めるクレシ

ルエヒトバイオレットの色調が近年，あまり良く

ないために標本全体としての仕上がりが良いとは

いえない。

　今回，我々はクレシルエヒトバイオレット染色

の後に行うアルコールでの分別，脱水の代わりに

アセトンを用いることで良い結果を得たので報告

する。

　　　　　　　　材料と方法

　材料は解剖例の大脳を用い，1週間丸ごと固定

後，スライスし，1週間再固定，切り出し，脱水，

透徹，パラフィン包埋を行い4μのパラフィン切

片を作製した。

　アセトンを用いた染色方法は以下の通りであ

る。

　1）脱パラフィン

　2）O．1％ルクソールファストブルー液で16

～24時間染色。

　（95％エタノール1，000mlに1gのルクソール

ファストブルーを溶かし，10％酢酸を5ml加え
る。）

　3）蒸留水にて水洗

　4）灰白質と白質の区別がつくまで，0．05

～0．1％炭酸リチウムにて分別

　5）灰白質が透明になるまで，70％アルコール

にて分別　4槽

　6）蒸留水にて水洗

　7）　0．1％クレシルエヒトバイオレット液37℃

にて，30間染色

　（蒸留水100mlに0．1gのクレシルエヒトバイ

オレットを溶かし，この溶液30m1に対し10％酢

酸を5滴加える。）

　8）　アセトンにて脱水　2槽

　9）　キシレンにて透徹，封入

　通常法では，8）で用いるアセトンの代わりに

95％アルコールを用い9）ではアルコールも使用

される。

　　　　　　　　結　　　果

　K，B染色では神経細胞がクレシルエヒトバイ

オレットで赤紫色に染色され，髄鞘がルクソール

ファストブルーにて青色に染まるが従来の方法で

は，クレシルエヒトバイオレットの赤紫色の赤味

が95％アルコールを通すと無くなり青紫色に仕

上がる（図1）。

　アセトン変法でもアルコールほどではないが，

クレシルエヒトバイオレットの赤味が落ちる。し

かし，その赤味が残るためにルクソールファスト
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図1．従来法
　　青色と青紫色の対比のため髄鞘と神経細胞
　　　の観察が困難である。
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図2．アセトン変法
　　　青色と赤紫色の対比で髄鞘と神経細胞の観
　　　察が容易である。
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図3．アセトン変法による染色の低倍率
　　神経細胞と髄鞘の対比がし易い。

ブルーの青色と対比できる良い仕上がりであった

（図2）。

　アセトン変法は従来法と比べるとクレシルエヒ

トバイオレットが本来の赤紫色であるために低倍

率での神経細胞と髄鞘の観察が容易であった（図
3）。

考 察

　K，B染色では神経細胞と髄鞘が同時に観察で

きることで優れている染色である。この染色は脱

髄疾患における神経細胞と髄鞘の観察，特に低倍

率での観察には良い。このためには，神経細胞と

髄鞘をはっきり区別する必要があり，今回の変法

はこの点で優れている。

　今回，アセトンを使うことでなぜクレシルエヒ

トバイオレットの赤紫色がアルコールを用いた時

よりも保たれているのは不明であるが，アセトン

の脱水力がアルコールよりも強い3）ことが関係し

ているのではないかと思われる。

　アルコールをアセトンに変える簡単な方法であ

るが，染色性にすぐれた変法と思える。

おわりに

　染色後のアルコールによる分別，脱水をアセト

ンに変えることによって，良好なクレシルエヒト

バイオレット染色の得られるKluver　and　Barrera

変法を報告した。
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